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あ らま し:eラ ー ニ ン グの 実 施 に あた っ て 、 ドロ ップ ア ウ トの 減 少 は、 メ ン タ リン グの 目的 の 一 つ と して 位

置 づ け られ て い る。 ドロ ップ ア ウ トを 減 少 させ る た め に は 、 そ の 動 向 を把 握 し、要 因 を捕 捉 す る こ とが 必

要 とな る。 本 研 究 で は、 ドロ ップ ア ウ トの 原 因 を 探 り、 そ れ を反 映 させ た 学 習 支 援 をお こな っ た 結 果 を報

告 す る。 具 体 的 に は 、 ドロ ップ ア ウ トの 要 因 に 関す る分 析 と各 科 目の ドロ ップ ア ウ ト要 因 に 基 づ く メ ン タ

リ ング の 実践 の報 告 を お こな う。 こ こ で は 、2008年 度 の デ ー タ を も と と した メ ン タ リン グ効 果 を扱 うもの

とす る。
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1.は じめ に

本研究の 目的 は、ドロ ップア ウ トの動 向を分析 し、

ドロ ップアウ トの発生す る要 因につ いて検討す る こ

と、それ を反映 させ た学習支援 をお こなった結果 を

報告す るこ とで ある。

eラ ーニ ングの実施 にあたっての ドロ ップア ウ ト

の減少 が、 メンタ リングの 目的 の一つ として位置づ

け られてい るこ とか ら、これ を減少 させ るためには、

そ の動 向を把握 し、要 因を捕捉す るこ とが必要 にな

る と思 われ る。そ のため、本研究 では、大手前大学

において実施 したeラ ー ニング科 目の進捗率 をも と

に分析 し、 ドロ ップアウ トが発生す る要 因につ いて

検討す るこ ととす る。

2.eラ ー ニ ン グ に お け る ドロ ップ ア ウ トの概

念

2.1ド ロップア ウ トの位置づ け

Simpsonは 、 ドロ ップア ウ トの高 い発生率 を、学

生支援 のプ ログラムの内容 に問題 がある とい う立場

に立 ち、教育機 関が高 品質 な学生支援 プログラムを

持 っていれ ば、学生 の維持率 は最大化 され る として

い る。 ドロ ップア ウ トは、eラ ー ニングの内容 によ

って発生す るこ とが強調 され 、 ドロップア ウ トの発

生 は否定的 に位置づ け られ てい るの である。

この よ うな、Simpsonの 説 があ る一方、Hortonは 、

次 のよ うな説 を となえる。

対面授業 と比べ てeラ ー ニングに高い ドロ ップア

ウ ト発生率 が見 られ るのは、例 えば、試 しに受講 し

てみた だけの学習者や 、eラ ー ニングを対面授業 に

比べて安易 なものだ と誤解 している受講者 もいる と

い う背景が あ り、このこ とをeラ ー ニングの開放性

として積極 的に捉 えている。

す なわち、対面授業 に比べ 、学習環境 に よる周 囲

か らの圧力 が少 ない分 、匿名性 が高 いeラ ー ニング

は、比較的簡単 に受講 が中止 できる ことを肯 定的に

捉 えてい る。

この立場 に立 てば、高 い ドロ ップア ウ ト率 は必ず

しも悪 いこ とではない とい う結論 が導 かれ る。 この

こ とは、実証 的な先行研究 にお いて も指摘 され てい

る。

つ ま り、eラ ー ニングを ドロ ップア ウ トす る者 の

中には、試 しに受講 してみ ただけの受講者やeラ ー

ニングを安易 なもの と誤解 して受講 した受講者 であ

る 「回避 できない ドロ ップア ウ ト」 がお り、学習 内

容や支援 の方法 に よって受講 を辞 めた者 である 「回

避 できる可能性 がある ドロップア ウ ト」 と区別 して

考 えるべ きこ とが指摘 され てい る。

2.2ド ロ ップアウ トを誘発す る契機

ドロ ップア ウ トが どのよ うな契機 に よって誘発 さ

れ るのか とい う点 につ いて、松 田岳 士は、上記 の よ

うな立場 を前提 として① 「不必要 な ドロップア ウ ト」

(回避 できる可能性 がある ドロ ップア ウ ト)と② 「や

む を得 ない ドロ ップア ウ ト」(回避 できない ドロップ

ア ウ ト)と を区別 し、前者 を防止す る ことがメンタ

リングの 目標 の一つ である としてい る。その うえで、

ドロップア ウ ト発生 の契機 となる時点を時間の経過

とともに捉 え、それ がなぜ発生 したのかを考 える ド

ロ ップア ウ ト誘発機会(DropoutTriggeringEvents)

とい う概念 を提 唱 している。

ドロ ップ ア ウ ト誘 発 機 会(DropoutTriggering

Events)は 、多 くのeラ ーニ ングコース には、学習者

か ら見 て ドロ ップア ウ トを誘発す る機会 となる活動 、

課題 、指示 が存在す る と考 え、 これ らの総称 した呼
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び名で ある。

この概念 は、 ドロ ップア ウ トの発生 を時間の進行

に対応 させ なが ら検討す るものである。 大規模 なe

ラーニ ング実施組織 として知 られ るイ ギ リスのオー

プンユ ニバー シテ ィにお ける ドロ ップア ウ トの発生

状況が 、この概念 にも とつい て分析 され た結果 、時

間の経過 とともに ドロ ップア ウ トが増加 し、最終 的

な ドロップア ウ ト率 が60%近 くに上 る ことが報告

されてい る。

ここで は、最初 の課題提 出が ドロ ップア ウ トの も

っ とも大 きな契機 となってい るこ とが指摘 され てい

る。す なわ ち、学生 に課 され る課題等 の物理 的な負

荷 が ドロ ップア ウ トを招 く大 きな要 因の一つ であ り、

これ らを どのよ うに緩和 し、 ドロ ップア ウ トを回避

しうるかが メンタ リングの主要 な課題 として掲 げ ら

れ るこ とになる。

3.大 手 前 大 学 に お け る実 践 事 例 の分 析

3.1ド ロップア ウ トの分析 とその対象

大手前大学 におい ての ドロ ップア ウ ト回避 の取 り

組み に移 りたい。分析 は、以下 の二点で ある。

まず、 ドロ ップア ウ トの要 因に関す る分析 は、研

究対象 を平成20年 度春、秋学期 開講 の4科 目とし、

分析方法 は、進捗率 と科 目ご との学習活動 を図表化

し、比較検討す るもの とす る。

次 に、各科 目の ドロ ップ ア ウ ト要 因に基づ くメン

タ リングの実践 をお こな う。そ の際の研究対象 は、

平成20年 度、秋学期 開講 の4科 目とし、分析方法 は、

平成20年 度、春学期終 了後 にお こなった ドロ ップア

ウ ト要 因の分析結果 か らメンタ リングアクシ ョンプ

ランの作成 と、 アクシ ョンプランにそって、学習支

援 の実施 をお こない 、実際 の学習進捗率 とメンタ リ

ング活動 を科 目ご とに図表化す る。そ して、平成20

年度、春学期の進捗率 と比較す るもの とす る。

3.2分 析の方法

各々 の科 目につい て、進捗率 を図表化 し、それぞ

れ の科 目にお ける ドロ ップア ウ ト発生 の推移 を明 ら

かにす る。 同時 に、各 コンテ ンツで学生 に課 され た

課題や活動 、指示 な どの負荷 が、 ドロ ップア ウ トの

発生 に どのよ うに関係づ け られ るかを検討す る。 ま

た、これ とは別 に、メンタ リングが どのよ うに ドロ

ップア ウ トの発生 に影響 を及 ぼ した と考 え られ るの

か とい う分析 をも行 う。

大手前大学 にお けるメンタ リングの概要 は以 下の

とお りで ある。

2008年 春学期 は、フル タイ ムのメンタ2名 であ り、

2人 とも未経験 である。実施場所 は、 さくら夙川 キ

ャンパ ス とい たみ稲野 キャンパ スの情報基盤セ ンタ
ー教育管理室 である。平 日24時 間以 内に第1回 答

し、学習 内容以外 の質 問・相談へ 回答 す る。さらに、

学習 内容 に関 しては担 当教員ヘ メール で転送 をお こ

なった。 また、サ ポー トの方法 は、LMSの お知 らせ

機能 、質 問 ・相談 の機能(自 分 の設 定 したア ドレス
へ転送す る機能 あ り)、大学の メール、大 学内の掲示

板 、大学 のラー ニングポータル 、電話 、対面 での相

談 、ハ ガキ(春 のみ)で ある。

また、開講科 目の概要 は、以 下の とお りである。

〈2008年 春 学期〉
・「カ ラー コーデ ィネイ ト(3級)」20名

・「総合基礎100」58名

・「プ レゼ ンテ ーシ ョン演習1/自 己表現 ・デ ィベー

ト100」78名
・日本文化 ・阪神文化100」27名

〈2008年 秋 学期 〉
・「カ ラー コーデ ィネイ ト(3級)」102名

・「総合基礎100」78名

・「プ レゼ ンテ ーシ ョン演習1/自 己表現 ・デ ィベー

ト100」136名
・「プ レゼ ンテー シ ョン演習II」117名

・「日本文化 ・阪神文化100」71名

上記 をふ まえた上 で、次 に実践例 をみ てみ よ う。

3.3実 践例

2008年 度 大手前大学において、春学期 に実践 した

学習 の完 了率 の推移(図1)を 見てい くと、 メンタ

の支援 の成果 が うかがわれ るのだが、メンタが学生

の ドロ ップア ウ トを防 ぐために、LM上 か ら支援 メー

ル を送 るな どの支援 を していたに もかかわ らず 、 ど

の科 目も共通 して第7回 が落 ち込 んでい る。

顕著 な例 として、「プ レゼ ンテー シ ョン演習1」 が
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あげ られ よ う。7回 目の落 ち込み が起 こった理 由 と

して考 え られ るのは、テ ス トすべ てに回答 しない と

先へ進 めない システ ムになっていた こ とである。

2008年 度秋 学期 の完 了率(図2)を 見 る と、先 に

あげた第7回 の落 ち込み が、嘘 のよ うにな くな り、

安定 した グラフになってい る。

次 に、 メンタ リングによる各科 目の実 際の学習進

捗率 をそれぞれ の特徴 とともに見てみ よ う。

まず、(図3)の 「カ ラー コーデ ィネイ ト3級 」で

は、第6回 、10回 、15回 と落 ち込 みが見 られ る。 こ

こでは、学生へ の負荷 がかかっている と考 え られ る。

第6回 で は、通常 のeラ ーニ ングコンテ ンツの場

合、ひ とつ のコンテ ンツに3節 あるものが、 この回

は4節 になっている。即 ち、授業量 が多 く、負荷 が

かかってい る とい える。

第10回 は、eラ ー ニング科 目の中間科 目調査や書

類、他 に ミニテ ス トや レポー ト提 出な どの細 かい作

業 が多 く、同 じく第15回 も、調査やア ンケー ト、テ

ス トな どの作業 が多 かったため、学生へ の負荷 がか

か り、数字 に表れてい る。

(図4)の 「総合基礎100」 は、学生 が レポー トを

書 き、推敲す る必要 のあるものが多い ため、その分 、

負荷がかか ってい る。それぞれ、第5回 、第10回 、

第15回 とあるが、特 に、第10回 につい ては、 自分

で レポー トを書 き、推敲す る個所が ある とい う2倍

の作業量 になってい るため、それ だけ時間がかか り、

提 出に至 らない学生 が増 えてい る と考 え られ る。

(図5)「 日本文化 ・阪神文化100」 は、第10回 ま

では、先 ほ どの2科 目より安定 していたに も関わ ら

ず、第11回 まで来 ると、突然、落 ち込 みが激 しくな

り、第15回 も下がってい る。ここで は、デ ィスカ ッ

シ ョンが入 っているために負荷 がかかった と考え ら

れ る。

また、先 に見たよ うに(図6)「 プ レゼ ンテーシ ョ

ン演習1」 の7回 目の落 ち込み が起 こった理 由 とし

て考 え られ たのが、テス トすべ てに回答 しない と先

へ進 めない システ ムになっていた ことであったが、

第14回 には、通 常 よ り長 い授業 がお こなわれ てお り、

これ も落 ち込み の原 因のひ とつ と考 え られ る。

そ こで、大手前大学 では、メンタのガイ ドライ ン

を作成 し、それ に基づ くメンタ リングの実践 をお こ

なった。

各科 目の ドロ ップア ウ ト要 因に基づ くメンタ リン

グの実践 を見て いきたい。

2008年 度 、春学期終 了後 、お こなった ドロ ップア

ウ ト要 因の分析結果 か ら、(図7)メ ンタ リングアク

シ ョンプランを作成 した 。

アクシ ョンプランにそ って、学習支援 を実施 した

結果 、次 のよ うな結果 が出た。

先 に述べ たよ うに(図8)「 カ ラー コーデ ィネイ ト

3級 」は、第6回 、10回 、15回 と落 ち込 みが見 られ

てい た。
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これ らを改善すべ く、 メンタは、秋学期 に第5回 の

あた りで支援 メール をお こない、第10回 では、 「感

じたこ とを言葉 に しよ う!」 の回答 につ いて、アク

シ ョンをお こ してい る。また、第15回 の落 ち込み の

前、第14回 の あた りで支援 メール を してい る。第5

回 ・10回 もそれ ぞれ 、メンタは支援 メール をお こな

ってお り、いつれ もその前 回にお こなわれ 、その次

の回に結果 が出てい る。

次 に、(図9)「 総合基礎100」 は、学生 が レポー ト

を書 き、推敲す る必要 のあるものが多い ため、その

分、負 荷がかか り、特 に第10回 の落 ち込 みは激 しく

なっていた。 そ こで、メンタは、第5回 が始 まって

す ぐ支援 メール を送 り、第10回 では、対面授 業、第

図7

15回 では、その前の回の第14回 に支援 メール を送

った。

(図10)「 日本 文化 ・阪神 文化100」 は、第ll回

までは先 ほ どの2科 目より、安定 していたに も関わ

らず 、第11回 まで来 ると、突然、落 ち込 みが激 しく

なる。 ここで、デ ィスカ ッシ ョンがある。 また、第

15回 も下がってい る。これ は、学生 に考 え させ る課

題 が出てお り、学生 にかな りの負荷 がかかっている

証拠 である。

メンタは、第11回 で、チュー ター の紹介や対面授

業 の出席 につ いてのお願 いをお こなってお り、支援

メール を第12回 と14回 でお こない、学生 の授業 の

遂行 を促 してい る。
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また、(図ll)「 プ レゼ ンテー シ ョン演習1」 では、

7回 目の落 ち込み の原 因は、テ ス トすべ てに回答 し

なけれ ば、先へ進 めない よ うになってい たこ と、つ

ま り、100点 を取 らなけれ ば先へ進 めなかったこ と

が、そ の原 因 として考 え られ た。 それ を受 けて、40

点以上 であれ ば、先へ進 めるよ う改善 した結果 、落

ち込み はな くな り、約70%ほ どに抑 えるこ とができ

た。他 にも落 ち込 んだ ところは、第14回 ・第15回

であるが、支援 メールや アンケー トの実施 な どで、

さらにのび てい る。

これ まで見て きた よ うに、大手前大学 のメンタ リ
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ングア クシ ョンプランは、春 の問題点 をも とに秋 に

向けて作 られ、実践 され た。そ の結果 、先行研究 で

は、完了率が40%近 くになっていたのに対 し、大手

前大学 は、お こなった後、 メンタに対す るアンケー

トを実施 した。そ の項 目は、 とて も満足 している、

満足 してい る、満足 してい ない 、全 く満足 していな

い の4項 目である。満 足 してい る項 目が70%を 超 え

てお り、メンタに対す る満足度 が高 いこ とが、こ こ

か ら知れ る。

また、お試 し受講 を全員 に しているわけではない

ため、Hortonの い う能動 的な ドロップア ウ トはま

だ、完全 には防げていない。 これ は、今後 の課題 と

して位置づ け られ るだろ う。

今後 、大手前大学 の具体 的課題 として挙 げ られ る

点 は、「回避 できない ドロップア ウ ト」と 「回避 でき

る ドロ ップア ウ ト」 を履修 時に振 り分 ける こと、支

援 の個別化 、よ り効率 的な支援方法 の模索 である。
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以上 のよ うに、大手前大学で は、受講者 の学習活

動 を支援す るメンタがフル タイ ムで常駐 し、学習者

支援活動 を実施 している。そ の活動 内容 は、担 当教

員 と個別 に協議 の うえで科 目ご とに策定 され 、進捗

管理や支援 、コメン トの返信 な ど、学習者 の心理 的

な支援 を行い、効果的 な学習 を促進 させ る とともに、

学習 を通 じて訪れ る ドロ ップア ウ トの契機 を可能 な

限 り抑止 し、学習者 の学習活動 を成功裡 に導 くこ と

を 目標 としてい る。

この よ うな前提 の下で実施 され るeラ ー ニングの

実践 におい て、大手前大学 では現在 、科 目の平均修

了率が70%を 超 える現 状にあ る。 しか しなが ら、 ド

ロ ップ ア ウ トが どのよ うに発生 し、またそれ は何 に

起 因す るものか とい う動 向を辿 る ことによって、 ド

ロ ップ ア ウ トの発生 は さらに低 く抑 え られ る可能性

がある。

本研究で分析 の対象 とした大手前大学 にお ける進

捗率 は、受講者数 の絶対数 が限 られ たものであ り、

そ の意 味で、修 了率 に大規模 な母数 を有す るオー プ
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しか しなが ら、実施 した複数 の科 目を比較検討 し、

そ こで行われ たメンタ リングや課 され た負荷 を相対

化す るこ とによって、 ドロ ップア ウ トの発生 の契機

を指摘す るこ とがで きるよ うに思われ る。

(1)松 田岳 士,原 田満 里 子:"eラ ー ニ ン グ の た め の

メ ン タ リン グ 学 習 者 支 援 の 実践",東 京 電 機 大 学 出

版 局,東 京,pp.50-58(2007)

(2)特 定 非 営 利 活 動 法 人 日本 イ ー ラー ニ ン グ コ ン

ソー シ ア ム編:"eラ ー ニ ン グ 白書2008/2009年 版",

東 京 電 機 大 学 出版 局,東 京(2008)

(3)OrmondSimpson:"Supportingstudentsinonline,
openanddistancelearning",2nded,KoganPage,London,

pp.163-182(2002)

44


